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マニュアルの見方

マニュアルの紹介
マニュアルの最新版は以下から入手できます。
https://www.epson.jp/support/

・セットアップガイド（紙マニュアル）
測色テーブルを使える状態にするまでの作業の説明、および安全に使用するための注意事項を記載しています。

・ユーザーズガイド（電子マニュアル）
本書です。測色テーブルの使い方全般や、メンテナンス方法、トラブルへの対処方法などを説明しています。

マークの意味
この内容を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性および財産の損害の可能
性が想定される内容を示しています。

K 必ず守っていただきたい内容を記載しています。この内容を無視して誤った取り扱いをする
と、製品の故障や、動作不良の原因になる可能性があります。

L 補足情報や参考情報を記載しています。

U 関連した内容の参照ページを示しています。

マニュアル記載の前提
・イラストは一例です。実機とは多少異なる場合があります。

・画面の設定項目は設定状況などによって異なります。

マニュアルのご注意
・本書の内容の一部または全部を無断転載することを禁止します。

・本書の内容は将来予告なしに変更することがあります。

・本書の内容にご不明な点や誤り、記載漏れなど、お気付きの点がありましたら弊社までご連絡ください。

・運用した結果の影響については前項に関わらず責任を負いかねますのでご了承ください。

・本製品が、本書の記載に従わずに取り扱われたり、不適当に使用されたり、弊社および弊社指定以外の、第三者によっ
て修理や変更されたことなどに起因して生じた障害等の責任は負いかねますのでご了承ください。

マニュアルの見方
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PDFマニュアルの見方
Adobe Readerで PDFマニュアルを見る際の基本的な操作を Adobe Acrobat Reader DCで表示したときを例に説明しま
す。

A PDFマニュアルを印刷するときにクリックします。

B クリックするたびに、しおりを閉じたり表示したりします。

C タイトルをクリックすると該当のページが表示されます。
［＋］をクリックすると、下の階層のタイトルが表示されます。

D 参照先が青字で記載されているときは、青字の部分をクリックすると該当のページが表示されます。
元のページに戻るときは、以下のように行います。
Windowsの場合
【Alt】キーを押したまま【 】キーを押します。
Macの場合
【command】キーを押したまま【 】キーを押します。

E 確認したい項目名などキーワードを入力して検索ができます。
Windowsの場合
PDFマニュアルのページ上で右クリックし、表示されたメニューで［簡易検索］を選択すると、検索ツールバーが
表示されます。
Macの場合
［編集］メニューで［簡易検索］を選択すると、検索ツールバーが表示されます。

F 表示中の文字が小さくて見えにくいときは をクリックすると拡大します。 をクリックすると縮小します。イ
ラストや画面図など拡大する部分を指定するには、以下のように行います。
Windowsの場合
PDFマニュアルのページ上で右クリックし、表示されたメニューで［マーキーズーム］を選択します。ポインター
が虫眼鏡に変わりますので拡大したい箇所を範囲指定します。
Macの場合
［表示］メニュー -［ズーム］-［マーキーズーム］の順にクリックすると、ポインターが虫眼鏡に変わります。そ
のまま虫眼鏡のポインターで拡大したい箇所を範囲指定します。

G 前ページ／次ページを表示します。

マニュアルの見方
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製品のご注意

免責事項
弊社は以下について責任を負わず、いかなる補償もいたしかねますのであらかじめご了承ください。

・本製品（本製品に対応するソフトウェア等も含みます）の誤使用・誤取扱等による損害

・本製品の使用または使用不能によって、所期の結果が得られなかったとしても、そのことから生じた間接的、付随的損
害および逸失利益（本製品を使用するために要した諸費用、および本製品を使用することにより得られたであろう利益
の損失等）

電源高調波
この装置は、高調波電流規格 JIS C 61000-3-2 に適合しています。

瞬時電圧低下
本装置は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがあります。
電源の瞬時電圧低下対策としては、交流無停電電源装置等を使用されることをお勧めします。
（社団法人電子情報技術産業協会のパーソナルコンピューターの瞬時電圧低下対策ガイドラインに基づく表示）

電波に関するご注意
本製品は、2.4GHz 帯の「2.402GHz ～ 2.480GHz」まで使用できますが、他の無線機器も同じ周波数を使用していること
があります。他の無線機器との電波干渉を防止するため、下記事項に注意してご使用ください。

・FH-SS 変調方式採用

・与干渉距離 20 m

この機器の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業・科学・医療用機器のほか工場の製造ライン等で使用されている移動
体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）及び特定小電力無線局（免許を要しない無線局）並びにアマチュア無線局
（免許を要する無線局）が運用されています。
1. この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特定小電力無線局並びにアマチュア無線局が運用
されていないことを確認して下さい。

2. 万一、この機器から移動体識別用の構内無線局に対して有害な電波干渉の事例が発生した場合には、速やかに使用
周波数を変更するか又は電波の発射を停止した上、販売店にご連絡頂き、混信回避のための処置等（例えば、パー
ティションの設置など）についてご相談して下さい。

3. その他、この機器から移動体識別用の特定小電力無線局あるいはアマチュア無線局に対して有害な電波干渉の事例
が発生した場合など何かお困りのことが起きたときは、エプソンのインフォメーションセンターまでお問い合わせ
下さい。

製品のご注意
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Bluetooth機能に関するご注意
・本製品からの電波は、医療用機器に影響を及ぼすおそれがあります。医療機関の中や、医療用機器の近くで本製品を使
用する場合は、医療機関の管理者、医療用機器側の指示や注意に従ってご使用ください。

・本製品からの電波は、自動ドアや火災報知機などの自動制御機器に影響を及ぼすおそれがあります。自動制御機器の近
くで本製品を使用する場合は、自動制御機器側の指示や注意に従ってご使用ください。

本製品を日本国外に持ち出す場合のご注意
・日本国外ではその国の法律または規制により、本製品を使用できないことがあります。このような国では、本製品を運
用した結果罰せられることがありますが、弊社といたしましては一切責任を負いかねますのでご了承ください。

・本製品（ソフトウェアを含む）は日本国内仕様のため、本製品の修理、保守サービスおよび技術サポートなどの対応
は、日本国外ではお受けできませんのでご了承ください。

本製品の使用限定
本製品を航空機、列車、船舶、自動車などの運行に直接関わる装置、防災防犯装置、各種安全装置など機能、精度などに
おいて高い信頼性、安全性が必要とされる用途に使用される場合は、これらのシステム全体の信頼性および安全維持のた
めにフェールセーフ設計や冗長設計の措置を講じるなど、システム全体の安全設計にご配慮いただいた上で弊社製品をご
使用いただくようお願いいたします。本製品は、航空宇宙機器、幹線通信機器、原子力制御機器、医療機器など、極めて
高い信頼性、安全性が必要とされる用途への使用を意図しておりませんので、これらの用途には本製品の適合性をお客様
において十分ご確認の上、ご判断ください。

本製品の譲渡と廃棄
一般家庭でお使いの場合は、必ず法令や地域の条例、自治体の指示に従って廃棄してください。事業所など業務でお使い
の場合は、産業廃棄物処理業者に廃棄物処理を委託するなど、法令に従って廃棄してください。

製品のご注意
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測色テーブルの基本情報

各部の名称と働き

A ガントリー ホルダーを前後左右に動かします。

B ホルダー 測色器を取り付け、測色します。

C 測定面 測色用カラーチャートを貼り付けます。

D 電源ボタン 電源を入／切します。

E 電源ランプ 点灯状態で測色テーブルの状態を表示します。
U「電源ランプ表示による測色テーブル状態」10ページ

F ポケット 測色器にストラップが取り付けられている場合、ストラップを収納します。

G USB接続ケーブル 測色器に接続します。

H 位置合わせガイド 手動でカラーチャートの位置を検出するときに使います。

測色テーブルの基本情報
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I 電源コネクター 付属の電源コードを接続します。

J USBポート コンピューターと接続するため、付属の USBケーブルを接続します。

電源ランプ表示による測色テーブル状態
電源ランプの状態 状態

表示色 点灯状態

青 点灯 電源が入っています。
待機中です。

点滅 動作中です。

オレンジ 点灯 エラーが発生しています。

消灯 電源が切れています。

対応アプリケーションソフト
本製品に対応しているソフトウェアについてはエプソンのウェブサイトをご覧ください。
& https://www.epson.jp/

測色テーブルの基本情報

10

https://www.epson.jp/


測色の準備

測色器 SD-10を取り付ける

A 測色器の底面のシャッターを開けてから、ホルダーに差し込みます。

L
・測色器と測色テーブルのファームウェアは最新版に更新しておいてください。

U「ファームウェアを更新する」20ページ
・測色器の本体カバーは外してください。また、測色器の側面にラベルなどを貼ってあるとホルダーと干渉する場合がありま
す。その場合は剥いでから取り付けてください。

・測色器の表示言語、日時の設定が未設定の場合は最初に設定し、キャリブレーションを実行してから取り付けてください。
・長期間測色器のキャリブレーションをしていない場合も取り付け前にキャリブレーションを行ってください。

測色の準備
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B USB接続ケーブルを測色器に接続します。

ストラップを取り付けてある場合は、まとめてホルダーのポケットに入れます。

コンセントとコンピューターに接続する
電源コードを測色テーブルとコンセントに差し込み、USBケーブルでコンピューターと測色テーブルを接続します。
測色テーブルがキャリングケースに入ったままでもケーブルは接続できます。

測色可能なカラーチャートについて

測色用カラーチャート
本製品対応カラーマネジメントアプリケーションソフトで出力したカラーチャート

L
表面に凹凸があったり、場所による高低差が 1mm以上あるようなメディアは正確に測色できない場合があります。

測色の準備
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測色用カラーチャートの説明

A 位置合わせマーク このマークを測定面の位置合わせマークに合わせてカラーチャートをセットしま
す。

B 太い黒色のライン このラインを測色器で読み取り、カラーチャートの位置を検出します。

C ハッチングエリア カラーチャートを測定面に固定する際は、このハッチングされたエリアにテープがか
からないように貼ってください。

D ハッチングエリア下部 このエリアにはテープを貼らないでください。

E 切り取り線 ロール紙など、定型サイズ以外のメディアにカラーチャートを印刷する場合は、この
線に沿って本製品にセットできるサイズにカットしてください。
A3ノビ、A3、A4などの定型サイズのメディアに印刷する場合は点線でカットする必
要はありません。カラーチャートをそのまま測定面にセットしてください。
反っていたり柔らかくてしわになりやすいメディアの場合は、測定面にしっかり固定
するためにこの線に沿って四辺をカットしてください。

セットできるカラーチャートサイズ
A 幅 ： 最大　331 mm

B 長さ ： 任意

厚さ ： 13.0 mm以下

測色の準備
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測色用カラーチャートのセット

基本のセット方法
ここでは A3サイズの測色用カラーチャートを例に、測色テーブルへのセットの方法を説明します。
特殊なメディアのカラーチャートの場合は以下のページも参照してください。
U「いろいろなメディアの測色」19ページ

A 測色テーブルの電源を入れます。

測色器が左端中央に移動します。

測色の準備
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B 測色用カラーチャートに印刷された位置合わせマークが測色テーブルの測定面の位置合わせマークと向き合
うようにカラーチャートを測定面に置きます。

C 測色用カラーチャートの四隅にテープを貼って測定面に固定します。

使用するテープ
使用するテープは、白色で、再剥離可能な製図用のドラフティングテープまたはマスキングテープを使用してくだ
さい。

テープを貼る位置
以下の図のように、テープをカラーチャートに印刷されたハッチングの外側と測定面（テーブルの上面）にかかる
ように貼りつけてください。

テープを貼ってはいけない位置
以下の図に示すように、カラーチャートに印刷されたハッチングの内側、カラーチャートの手前部分、測色テーブ
ルの手前側と奥側の側面にはテープを貼らないでください。

測色の準備
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ホルダーやガントリーと干渉してしまいます。

布や、弾力があり反っているメディアの貼り付け方
布や、弾力があり反っているメディアは、しわがよったり浮いたりするのを防止するため、テープ貼り付け禁止エリアを
避け、以下の図のようにテープを追加して補強してください。
ホルダーやガントリーは手で動かせます。

ロール紙に印刷したカラーチャートの取り扱い
ロール紙に印刷したカラーチャートは四辺を切り取り線に沿ってカットしてから測定面にセットすることをお勧めしま
す。
U「測色用カラーチャートの説明」13ページ

測色の準備
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反りが小さい場合は、以下のように幅が 331 mm以下になるように横方向だけ点線でカットしてセットすることもでき
ます。

ロール紙に印刷したカラーチャートの固定は以下の図を参考にしてください。

カラーチャートが反っている場合は以下のようにテープを追加して補強してください。

A4サイズなど、A3（297 × 420 mm）サイズより小さい測色用カ
ラーチャートの固定の仕方
A3のカラーチャートと同様に、カラーチャートに印刷された位置合わせマークが測定面の位置合わせマークと向き合う
ように測定面に置きます。
U「基本のセット方法」14ページ

測色の準備
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カラーチャートの四隅にテープを貼って固定します。

A3サイズと同様、ホルダーやガントリーとの干渉を避けるため、以下の図に示す、カラーチャートに印刷されたハッチ
ングの内側、カラーチャートの手前部分、測色テーブルの手前側と奥側の側面にはテープを貼らないでください。

測色の準備

18



いろいろなメディアの測色

厚みのあるメディア
厚みのあるメディアに印刷したカラーチャートを測色する場合は、以下の図のようにテープを貼って固定してください。

色のついたメディア
白色ではないメディアの場合、カラーチャートを印刷する前にメディアに白いインクを塗布するかしないかで、カラー
チャートのセットの仕方が変わります。
白いインクを塗布して、その上に印刷したカラーチャートは、白インク塗布部の外側のメディアの色の部分が残らないよ
うに切断してから貼り付けるか、貼り付けたカラーチャートの位置を手動で検出してください。
白いインクを塗布せずにメディアに直接印刷したカラーチャートは、カラーチャートの位置を手動で検出してから測色を
開始してください。
U「手動で測色用カラーチャートの位置を検出する 」24ページ

柔らかいメディア
布などの柔らかいメディアは、測色時にメディアにしわが寄ったり浮いたりする場合があります。テープをしっかり貼っ
てカラーチャートを固定してください。テープの貼り方や貼ってはいけないエリアについては以下のページを参照して
ください。
U「測色用カラーチャートのセット」14ページ
また、それでも測色器が移動するときにカラーチャートをこすって動かしてしまう場合は、アプリケーションソフトの
［こすれ軽減］モードを［ON］にしてください。
U「柔らかいメディアに印刷したカラーチャートを測色するときに、測色器がメディアをこすって動かしてしまう」28
ページ

測色の準備
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メンテナンス

K
以下で指示していること以外のメンテナンスや分解はしないでください。正常に動作しなくなるおそれがありま
す。

外側の汚れを拭き取る
測色テーブルの汚れやホコリが気になるときは、乾いた布や、水に浸してよく絞った布で拭き取ります。
特に測定面はきれいな状態を保つようにしてください。

K
・アルコールやシンナーなどの揮発性薬品、中性洗剤などは使用しないでください。測色テーブルの性能に影響を与
えるおそれがあります。

・測色テーブルのメカ部や電気部品に湿気が付かないよう注意してください。測色テーブルが故障するおそれがあ
ります。

・測色テーブルに潤滑剤などをスプレーしたりしないでください。装置や回路が損傷して、正常に動作しなくなるお
それがあります。

A 測色テーブルの電源が切れていることを確認します。

電源コードや USBケーブルが接続されている場合は取り外します。
測色器もホルダーから取り外してください。

B 乾いた布や、水に浸してよく絞った布で外側の汚れを拭き取ります。

ファームウェアを更新する
ファームウェアを更新すると、今まで起きていたトラブルの解消、機能の改善や追加などができます。
最新版のファームウェアをお使いください。
ファームウェアの更新は測色テーブルをコンピューターに USB接続して行います。最新のファームウェアをコンピュー
ターにダウンロードしてファームウェアのアップデートを実行してください。
ファームウェアは、以下からダウンロードできます。
& https://www.epson.jp

K
ファームウェアの更新中は、測色テーブルの電源を切らないでください。ファームウェアの更新が正しくできないこ
とがあります。

メンテナンス
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こんなときは

測色テーブルの運搬、輸送と保管
測色テーブルを持ち運んだり、保管や輸送するときは以下の手順で付属のキャリングケースに収納してください。

K
付属のキャリングケースは、本製品の運搬や輸送、保管以外の用途には使用しないでください。

A 電源ボタンを押して測色テーブルの電源を切ります。

測色器が左奥に移動します。

B 電源ランプの消灯を確認して、電源プラグをコンセントから抜きます。

C 電源コードや USBケーブルなどのケーブル類を取り外します。

こんなときは
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D 測色器から USB接続ケーブルを抜き、測色器をホルダーから取り外します。

E 平らな台などにキャリングケースを置き、上ケースを開けて測色テーブルを入れます。

こんなときは
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F 移動先で測色テーブルを使用するときなどは、上ケース収納部の蓋を開けて、測色器、付属のケーブル類、
測色用カラーチャート貼り付け用テープなどを格納します。

測色器は測色器のキャリングケースに入れてから中央の収納ポケットに入れます。

G 収納ポケットのフラップと上ケース収納部の蓋を閉めてから上ケースを閉めます。

K
輸送するときや、受託手荷物として航空機に預け入れるときは、測色テーブルをキャリングケースに入れたま
ま梱包箱やスーツケースなどに入れて保護してください。

こんなときは
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L
移動先で測色テーブルを使用する場合、測色テーブルをキャリングケースから取り出さなくてもケーブル類を接続して使用す
ることもできます。

手動で測色用カラーチャートの位置を検出する
測色器をセットした測色テーブルにカラーチャートを貼って測色の準備をしてから、アプリケーションソフトで位置検出
を実行すると、測色テーブルは自動でカラーチャートの位置や傾きを検出して必要な補正をします。
自動での検出に失敗する場合は、失敗する原因を是正するか、それが難しい場合などは以下の手順に従って手動でカラー
チャートの位置の検出を行ってください。

L
自動でのカラーチャートの位置検出に失敗する場合は以下の原因が考えられます。
・カラーチャートの周りの位置検出用黒枠の色が薄い。
・カラーチャートの貼り付け位置が不適切。

U「測色用カラーチャートのセット」14ページ
・カラーチャートを貼り付けるのに使用しているテープの色が白色でない。
白色のテープを使用してください。

・カラーチャートの周りの位置検出用の黒枠に重なって貼り付け用のテープが貼られている。
テープ貼り付け位置を修正してください。
U「測色用カラーチャートのセット」14ページ

こんなときは
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A ガントリーを横方向、ホルダーを縦方向に手で持って、ホルダー横の位置合わせガイドがカラーチャートの
左上隅のカラーパッチの上に来るように動かします。

こんなときは
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B 真上から見て、位置合わせガイドの中心をA左上隅のカラーパッチの中心に合わせて測色ボタンを押しま
す。

C 次にB左下隅、C右下隅、D右上隅の順番でホルダーを動かし、同様に位置合わせガイドをそれぞれ左下
隅、右下隅、右上隅のカラーパッチの真上に合わせて測色ボタンを押すことを繰り返します。

以上で手動でのカラーチャート位置検出は終了です。

こんなときは

26



困ったときは

電源ランプがオレンジ色に点灯して測色できない
電源ランプがオレンジ色に点灯して測色ができないときは、以下の原因が考えられます。対処方法の説明を確認し必要な
処置をしてください。
また、アプリケーションソフトでメッセージが表示されているときは、その指示に従ってください。

原因 対処方法

測色器が正しくセットされていません。 測色器を正しくホルダーに取り付け、USB接続ケーブルを接続してください。

測色器のシャッターが閉まっています。 測色器をホルダーから取り外し、シャッターを開けてからセットし直します。

測色器のキャリブレーションの実施時期で
す。

測色器をホルダーから一旦取り外し、シャッターを閉めてキャリブレーションを実
施してください。

測色器との通信に失敗しました。 測色器との接続を確認し、測色を開始してください。

コンピューターとの通信に失敗しました。 コンピューターとの接続を確認してください。

障害物により測色動作が中断されました。 ホルダーやガントリーが何かに当たって動作できない状態でないか確認してくださ
い。

測色用カラーチャートの貼り付け位置が不
適切です。

測色可能な位置に貼り付け直してください。
U「測色用カラーチャートのセット」14ページ

測色用カラーチャートが傾いて貼り付けら
れています。

測色用カラーチャートの傾きを直して貼り付けてください。
U「測色用カラーチャートのセット」14ページ

測色用カラーチャートが 180度回転した状
態で張り付けられています。

測色用カラーチャートを正しく貼り付けてください。
U「測色用カラーチャートのセット」14ページ

測色用カラーチャートの位置検出用パター
ンの色が薄い

手動で測色用カラーチャートの位置検出をします。
U「手動で測色用カラーチャートの位置を検出する 」24ページ

測色用カラーチャートの位置検出用パター
ンにカラーチャート固定用のテープが貼ら
れている

カラーチャート固定用のテープを適切な位置に貼りなおしてください。
U「測色用カラーチャートのセット」14ページ

測色テーブルにサポートしていないデバイ
スが接続されています。

サポートしている測色器をセットしてください。

測色テーブルの許容値を超える電力を消費
するデバイスが接続されました。

サポートしている測色器をセットしてください。

上記以外の測色テーブルのエラー 電源を入れ直してください。

アプリケーションソフト画面に、測色器または測色テー
ブル、または測色器と測色テーブル両方のファームウェ
アのアップデートを促すメッセージが表示された
対処方法
エプソンのウェブサイトから最新のファームウェアをダウンロードしてアップデートをしてください。
U「ファームウェアを更新する」20ページ

困ったときは
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アプリケーションソフトの画面に、測色器への日時の設
定とキャリブレーションを促すメッセージが表示された
対処方法
測色器を取り外し、日時の設定とキャリブレーションをしてください。

柔らかいメディアに印刷したカラーチャートを測色する
ときに、測色器がメディアをこすって動かしてしまう
対処方法
柔らかいメディアでは、測色器が移動するときにカラーチャートをこすって動かしてしまう場合があります。その場合は
アプリケーションソフトの［こすれ軽減］モードを［ON］にしてください。測色器が次のパッチに移動するときの高さ
を高くします。

L
・［こすれ軽減］モードを［ON］にすると測色時間が長くなります。
・アプリケーションソフトによってはこすれ軽減モードに対応していない場合もあります。

解決できないときは
全ての対処方法を試しても問題が解決できないときは、お買い求めの販売店またはエプソンの修理のお申込み窓口に連絡
ください。
アプリケーションソフトの画面メッセージにエラーコードが表示されているときは、それを控えておいて連絡ください。
U「お問い合わせ先」33ページ

困ったときは

28



仕様

L
仕様は予告なく変更されることがあります。

基本仕様
対応測色器 SD-10

測色速度 285秒（379パッチパターン）*1

測定バッキング 白色

セット可能メディアサイズ 幅：331 mm
厚さ： 13 mm 以下

パッチサイズ 14 × 14 mm以上

インターフェース Hi-Speed USB、 USB Type-B コネクター
Bluetooth Low Energy（Bluetooth Class 2）*2

*1：自動カラーチャート位置検出時
*2 : この機能は無効化されています。将来的にファームウェアのアップデートによる有効化を予定しています。

外形寸法
外形寸法 幅：550 mm

奥行：395 mm
高さ：128 mm

重量 約　3.4 kg

電気仕様
定格電圧 AC100 - 240 V

入力電圧範囲 AC90 - 264 V

定格電流 0.6 - 0.4 A

定格周波数 50/60 Hz

入力周波数範囲 49.5 - 50.5/59.5 - 60.5 Hz

過電圧カテゴリー II

K
製造銘版に記載された電源のタイプのみを使用してください。

仕様
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環境仕様
温度・湿度（非結露） 推奨 15～35℃ 、40～60％

動作時 10～35℃ 、20～80％

保管時（開梱前） –20～60℃ *1、5～85％

保菅時（開梱後） –20～40℃ *2、5～85％

温度・湿度範囲
グレー部：動作時
斜線部：推奨

汚染度 PD 2

保護等級 IPX0

電源電圧変動 10%以内

*1： 40℃ では 1か月保管可能、60℃ では 120時間保管可能
*2： 40℃ では 1か月保管可能

K
本製品は、標高 2,000 ｍ 以下の屋内でお使いください。

対応 OS
最新の OS対応状況はエプソンのウェブサイトをご覧ください。
www.epson.jp/support/taiou/os/

・Windows 8.1（64-bit）、Windows 10（64-bit, Ver.1809以降）、Windows 11

仕様
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サービスとサポートのご案内

お問い合わせ前の確認事項
「故障かな？」と思ったときは、まず本書の「困ったときは」をよくお読みください。そして、接続や設定に間違いがな
いことを確認してください。それでもトラブルが解決しないときは、以下を確認してから、保守サービスの受付窓口にお
問い合わせください。

保証書について
保証期間中に故障した場合には、保証書の記載内容に基づき修理いたします。保証期間、保証事項については、保証書を
ご覧ください。
保証書は、製品の「保証期間」を証明するものです。「お買い上げ年月日」「販売店名」に記入漏れがないかご確認いた
だき、ご提示ください。「お買い上げ年月日」「販売店名」の記載がない場合は、本保証書と共に、購入の証憑（領収
書、納品書等）となるものを添付のうえご提示ください。
保証書は大切に保管してください。

補修用性能部品および消耗品の保有期間
本製品の補修用性能部品および消耗品の保有期間は、製品の製造終了後 7年間です。
改良などにより、予告なく外観や仕様、補修用性能部品および消耗品の保有期間などを変更することがあります。

故障の状況によっては、弊社の判断により、製品本体を同一機種または同等仕様の機種と交換等させていただくことがあ
ります。同等機種と交換した場合は、交換前の製品の付属品や消耗品をご使用いただけなくなることがあります。

保守サービスの種類
エプソン製品を万全の状態でお使いいただくために、下記の保守サービスをご用意しております。

引取修理サービス
（ドア toドアサービス）

ご指定の日時・場所に修理品を引き取りにお伺いするサービスです。お客様による梱包・送
付の必要はありません。
修理代金とは別に引取料金（保証期間内外とも一律）が必要です。

送付修理サービス
（デリバリーサービス）

お客様により修理品を梱包・送付していただき、修理完了後に返送いたします。

持込修理サービス お客様に修理品をお持ち込みいただき、お預かりして修理いたします。

サービスとサポートのご案内
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K
エプソン純正品以外あるいはエプソン品質認定品以外の、オプションまたは消耗品を装着し、それが原因でトラブル
が発生した場合には、保証期間内であっても責任を負いかねますのでご了承ください。ただし、この場合の修理など
は有償で行います。

保守サービスの受付窓口
保守サービスに関してのご相談、お申し込みは、以下で承ります。

・お買い求めいただいた販売店

・エプソン修理のお申し込み窓口

・エプソンのウェブサイト＜ epson.jp/support/＞

サービスとサポートのご案内
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お問い合わせ先

050-3155-8690050-3155-8690
●修理に関するお問い合わせ・出張修理・保守契約のお申し込み先（エプソンソリューションコールセンター）

050050-31553155-83808380

エプソン製品をご愛用の方も、お持ちでない方も、エプソンに興味をお持ちの方への会員制情報提供サービスです。お客様にピッタリの
おすすめ最新情報をお届けしたり、プリンターをもっと楽しくお使いいただくお手伝いをします。製品購入後のユーザー登録もカンタンです。
さあ、今すぐアクセスして会員登録しよう。

myepson.jp/myepson.jp/インターネットでアクセス！ カンタンな質問に答えて
会員登録。

〒160-8801　東京都新宿区新宿四丁目1番6号　JR新宿ミライナタワー

〒392-8502　長野県諏訪市大和三丁目3番5号

各種製品情報・ドライバー類の提供、サポート案内等のさまざまな情報を満載したエプソンのウェブサイトです。
●エプソンのウェブサイト　epson.jpepson.jp

◎上記電話番号をご利用できない場合は、042-585-8431へお問い合わせください。

●消耗品のご購入

製品の購入をお考えになっている方の専用窓口です。製品の機能や仕様など、お気軽にお電話ください。

◎上記電話番号をご利用できない場合は、042-585-8413へお問い合わせください。

 　上記050で始まる電話番号はKDDI株式会社の電話サービスを利用しています。
 　上記電話番号をご利用いただけない場合は、携帯電話またはNTTの固定電話（一般回線）からおかけいただくか、各◎印の電話番号に
 　おかけくださいますようお願いいたします。

商業（捺染） 2022.03

●製品の新規ご購入に関するご質問・ご相談先

製品取扱販売店でお買い求めください。

  本ページに記載の情報は予告無く変更になる場合がございます。あらかじめご了承ください。
  最新の情報はエプソンのウェブサイト（epson.jp/support）にてご確認ください。

サービスとサポートのご案内
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